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理
工
学
部
の
動
物
生
態
学

研
究
室
（
指
導
‥
辻
大
和
教

授
）
と
文
化
系
サ
ー
ク
ル
の

骨
格
標
本
愛
好
会
（
代
表
‥

田
口
育

理
工
２
・
秋
田
県

秋
田
令
和
高
）
が
６
月
28

日
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
石
巻
で

「
動
物
の
骨
を
見
て
み
よ
う
」

と
題
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
開
い
た
。

　
石
巻
地
域
の
子
ど
も
た
ち

に
豊
か
な
学
び
の
場
を
提
供

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
２
０

２
２
年
度
か
ら
実
施
し
て
い

る
「
い
し
の
ま
き
子
ど
も
未

来
ス
ク
ー
ル
」
の
一
環
で
、

動
物
好
き
の
親
子
約
５
０
０

人
が
来
場
し
た
。

　
会
場
に
は
、
石
巻
市
内
に

生
息
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
動
物

の
全
身
骨
格
や
頭
骨
を
展
示

し
た
。
愛
好
会
の
メ
ン
バ
ー

ら
は
日
ご
ろ
の
活
動
成
果
を

生
か
し
、
骨
の
特
徴
や
動
物

が
体
を
動
か
す
仕
組
み
、
ロ

ー
ド
キ
ル
（
野
生
動
物
の
交

通
事
故
）
の
問
題
に
つ
い
て

分
か
り
や
す
く
解
説
。
子
ど

も
た
ち
は
楽
し
み
な
が
ら
、

生
物
学
へ
の
理
解
を
深
め
て

い
た
。

　
ク
イ
ズ
に
回
答
し
た
来
場

者
に
は
、
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー

で
制
作
し
た
骨
格
標
本
の
レ

プ
リ
カ
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ

れ
、
笑
顔
で
持
ち
帰
る
親
子

連
れ
の
姿
も
見
ら
れ
た
。

　
東
日
本
大
震
災
の
犠
牲
者

を
追
悼
し
、
震
災
の
教
訓
を

後
世
に
伝
え
る
た
め
、
福
島

県
南
相
馬
市
で
は
「
鎮
魂
の

森
」
を
築
く
活
動
が
続
け
ら

れ
て
い
る
。
６
月
８
日
、
同

市
で
開
催
さ
れ
た
「
南
相
馬

市
鎮
魂
復
興
市
民
植
樹
祭
」

で
、
学
生
６
人
と
教
員
が
植

樹
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活

動
し
た
。

　
参
加
し
た
の
は
、
理
工
学

部
４
年
次
の
志
賀
柚
月
さ
ん

（
宮
城
県
気
仙
沼
高
）、
大
槻

愛
叶
さ
ん
（
宮
城
県
仙
台
育

英
学
園
高
）、
３
年
次
の
佐

藤
諒
弥
さ
ん
（
高
卒
認
定
試

験
）、２
年
次
の
下
条
歩
夢
さ

ん
（
茨
城
県
下
館
第
一
高
）、

三
宅
穂
波
さ
ん
（
岩
手
県
水

沢
高
）、
人
間
学
部
２
年
次

の
中
澤
謙
人
さ
ん
（
宮
城
県

気
仙
沼
向
洋
高
）
と
、
機
械

工
学
科
の
髙
橋
智
准
教
授
。

　
１
０
０
０
人
超
の
参
加
者

と
と
も
に
、
震
災
で
発
生
し

た
ガ
レ
キ
（
再
生
資
材
）
を

活
用
し
た
土
手
に
１
万
５
０

０
０
本
の
苗
木
を
植
え
、
津

波
か
ら
命
を
守
る
防
災
林
に

成
長
す
る
こ
と
を
願
っ
た
。

　
三
宅
さ
ん
は
、「
未
来
の

森
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
る

と
い
う
達
成
感
を
得
る
こ
と

が
で
き
た
。
今
後
も
積
極
的

に
環
境
保
全
に
関
わ
り
、
仲

間
と
一
緒
に
活
動
を
広
め
て

い
き
た
い
」
と
話
し
た
。

　
今
年
度
か
ら
活
動
を
ス
タ

ー
ト
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ

ー
ク
ル
歩
（
あ
ゆ
む
）
の

「
シ
グ
マ
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
入

会
式
」
が
６
月
５
日
、
本
学

学
生
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
サ

ー
ク
ル
メ
ン
バ
ー
18
人
が
出

席
。
報
恩
奉
仕
の
実
践
を
誓

っ
た
。

　
シ
グ
マ
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
は
、

世
界
的
な
奉
仕
団
体
で
あ
る

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
が
後

援
す
る
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

組
織
で
、
奉
仕
の
志
を
持
つ

青
少
年
に
活
動
の
場
を
提

供
。
式
で
は
、
国
際
ソ
ロ
プ

チ
ミ
ス
ト
石
巻
サ
ン
・
フ
ァ

ン
の
寶
鈴
子
会
長
か
ら
学
生

に
バ
ッ
ジ
が
贈
ら
れ
た
。

　
阿
部
知
顕
学
長
が
「
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
の
活
動

は
、
建
学
の
精
神
を
体
現
し

て
い
る
。
楽
し
く
元
気
よ
く

活
動
し
て
ほ
し
い
」

と
激
励
す
る
と
、
サ

ー
ク
ル
代
表
の
下
条

歩
夢
さ
ん（
理
工
２
・

茨
城
県
下
館
第
一

高
）
は
、「
縁
を
大
切

に
、
報
恩
奉
仕
の
精

神
で
活
動
し
て
い
き

た
い
」
と
、
力
強
く

決
意
を
述
べ
た
。

　
サ
ー
ク
ル
に
は
約

50
人
の
学
生
が
所

属
。
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
通
じ
て
、
地
域

貢
献
に
取
り
組
む
。

　
異
文
化
交
流
を
目
的
に
活

動
す
る
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
愛
好
会
が
６
月
19
日
、
学

生
会
館
の
国
際
交
流
ラ
ウ
ン

ジ
に
ア
メ
リ
カ
人
の
ジ
ョ
サ

イ
ア
・
ウ
ェ
バ
ー
さ
ん
を
招

き
、
交
流
会
を
開
い
た
。

　
３
月
に
来
日
し
、
現
在
は

石
巻
市
内
で
英
会
話
講
師
や

宣
教
師
と
し
て
働
く
ウ
ェ
バ

ー
さ
ん
の
「
同
世
代
の
若
者

と
日
本
語
や
英
語
を
使
っ
て

交
流
し
た
い
」
と
い
う
希
望

を
受
け
、
愛
好
会
の
メ
ン
バ

ー
が
企
画
し
た
。

　
当
日
は
、
自
己
紹
介
を
し

た
後
、
英
語
を
交
え
た
ク
イ

ズ
形
式
の
ゲ
ー
ム
を
実
施
。

テ
ー
マ
は
ア
ニ
メ
や
地
理
な

ど
多
岐
に
わ
た
り
、
出
題
者

と
回
答
者
が
入
れ
替
わ
り
な

が
ら
、
和
気
あ
い
あ
い
と
交

流
を
楽
し
ん
で
い
た
。

　
猪
狩
京
太
さ
ん
（
理
工

３
・
宮
城
県
仙
台
二
華
高
）

は
、「
年
齢
の
近
い
ネ
ー
テ

ィ
ブ
ス
ピ
ー
カ
ー
と
話
せ
る

貴
重
な
機
会
だ
っ
た
の
で
、

積
極
的
に
会
話
に
参
加
し

た
。
と
て
も
楽
し
い
時
間
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
」
と

感
想
を
述
べ
た
。

　
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
愛

好
会
に
は
、
英
語
が
苦
手
な

学
生
も
入
会
で
き
る
。
後
期

は
、
交
換
留
学
生
と
の
課
外

活
動
、
国
際
交
流
協
定
校
で

あ
る
ラ
ン
ド
ル
フ
・
メ
ー
コ

ン
大
学
（
ア
メ
リ
カ
）
や
東

北
電
力
大
学
（
中
国
）
と
の

オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
会
な
ど
も

予
定
し
て
い
る
。

　
６
月
７
、
８
日
に
本
学
弓

道
場
な
ど
で
開
か
れ
た
第
76

回
東
北
地
区
学
生
体
育
大
会

で
、
弓
道
部
が
団
体
３
位
に

輝
い
た
。

　
予
選
３
位
で
決
勝
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
に
進
ん
だ
弓
道
部

は
、
準
決
勝
で
惜
し
く
も
東

北
大
に
敗
れ
た
も
の
の
、
３

位
決
定
戦
で
山
形
大
に
勝
利

し
、
３
位
入
賞
を
果
た
し

た
。

　
個
人
戦
で
は
、
５
月
の
東

北
地
区
記
録
会
で
も
好
成
績

を
残
し
た
１
年
次
生
コ
ン
ビ

が
そ
ろ
っ
て
決
勝
に
進
出
。

金
來
昊
さ
ん
（
人
間
・
宮
城

県
工
業
高
）
が
５
位
タ
イ
、

阿
部
真
宙
さ
ん
（
人
間
・
山

形
県
新
庄
北
高
）
が
７
位
タ

イ
と
健
闘
し
た
。

　
観
光
や
ま
ち
づ
く
り
を
学
ぶ
経
営
学
部

の
庄
子
真
岐
ゼ
ミ
が
、
６
月
29
日
に
石
巻

市
内
で
開
か
れ
た
「
ほ
や
っ
ほ
ー
祭
２
０

２
５
」
で
、
三
陸
地
方
の
特
産
品
で
あ
る

ホ
ヤ
の
Ｐ
Ｒ
に
一
役
買
っ
た
。

　「
ほ
や
ド
ル
」
と
し
て
活
動
す
る
シ
ン

ガ
ー
・
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
萌
江
さ
ん
が

主
催
す
る
人
気
の
地
域
イ
ベ
ン
ト
。
３
回

目
を
数
え
る
今
年
は
、
か
わ
ま
ち
交
流
広

場
を
メ
イ
ン
会
場
に
、
ス
テ
ー
ジ
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
や
ホ
ヤ
釣
り
体
験
な
ど
が
行
わ

れ
、
１
万
人
を
超
え
る
来
場
者
で
に
ぎ
わ

っ
た
。

　
ゼ
ミ
生
は
、
萌
江
さ
ん
が
パ
ー
ソ
ナ
リ

テ
ィ
ー
を
務
め
る
ラ
ジ
オ
石
巻
の
番
組
に

も
出
演
す
る
な
ど
、
企
画
・
宣
伝
・
運
営

な
ど
に
広
く
協
力
。
当
日
は
、
防
災
や
ホ

ヤ
に
つ
い
て
の
ク
イ
ズ
と
竹
射
的
を
組
み

合
わ
せ
た
体
験
型
ブ
ー
ス
な
ど
を
出
店
し

た
。
訪
れ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
ゼ
ミ
生
の

サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な
が
ら
笑
顔
で
ゲ
ー
ム

を
楽
し
ん
で
い
た
。

　
大
沼
夏
妃
さ
ん
（
人
間
４
・
宮
城
県
登

米
高
）
は
、「
お
客
さ
ん
と
直
接
触
れ
合
う

楽
し
さ
や
臨
機
応
変
に
対
応
す
る
大
切
さ

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
来
年
も
機
会
が

あ
れ
ば
、
よ
り
多
く
の
方
に
喜
ん
で
も
ら

え
る
企
画
に
し
た
い
」
と
話
し
た
。

　理工学部生物科学科では、野生生物や自然環境の調査・保全に

携わる人材の育成を目指し「生物分類技能検定」の資格取得を支

援している。７月３日には、３級を受検する学生を対象とした模

擬試験が行われた。試験後には、根本智行教授による解説が行わ

れ、受講した学生22人は、真剣に講義を聴いた＝写真。

生物分類技能検定
試験対策を実施

本学弓道場で競技する部員たち

団
体
３
位

弓
道東

北
地
区
学
生
体
育
大
会

国際交流ラウンジでウェバーさん（右）と交流する学生

インターナショナル愛好会

石巻在住・ウェバーさんと交流

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル「
歩
」

国
際
団
体
に
入
会

報
恩
奉
仕
を
誓
う

寶会長からバッジを受け取るメンバーたち

植樹活動に取り組む学生たち

植
樹
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加

植
樹
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加

南
相
馬
市
で
鎮
魂
の
森
づ
く
り

好評だったホヤクイズを交えた射的

ほ
や
っ
ほ
ー
祭
で
ホ
ヤ
を
Ｐ
Ｒ

経
営
・
庄
子
ゼ
ミ

骨格標本を用いて来場者に特徴や仕組みを解説

動物生態学研×骨格標本愛好会

いしのまき子ども未来スクール
動物の骨展示と解説


